
Cisco Prime Collaboration Provisioning の概要

Cisco Prime Collaboration Provisioning は、企業の次世代通信サービスを管理するスケーラブルな

Web ベース ソリューションを提供します。Cisco Prime Collaboration Provisioning は、IP テレフォ

ニー、ビデオ、ボイスメール、ユニファイド メッセージングが統合された環境で IP 通信のエン

ドポイントとサービスを管理します。この統合環境には、Cisco Unified Communications Manager、
Cisco Unified Communications Manager Express、Cisco Unity Express、Cisco Unity Connection などの

システム、およびアナログ ゲートウェイが含まれます。

（注） • このマニュアルでは、別途記載のない限り、Cisco Unified Communications Manager に関す

る記述は Cisco Unified Communications Manager も対象とするものとします。

• ビデオ プロビジョニングは、Cisco Unified Communications Manager に登録されているエン

ドポイントに対してサポートされます。Cisco Prime Collaboration Provisioning では、Video
Communication Server（VCS）に登録されているビデオ エンドポイントはサポートされま

せん。

Cisco Prime Collaboration Provisioning は次の機能を備えています。

• 初期導入と実装向けにプロビジョニングを実行し、その後も展開された状態で、操作のプ

ロビジョニングおよびアクティベーションサービスを継続的に個々のユーザに提供します。

• 組織全体のユーザを把握できる 1 つに統合されたビュー。ビジネスレベルで管理を抽象化

し、自動化を通じてそれをポリシー主導で運用します。これにより、Cisco Unified
Communications アプリケーション全体にわたってユーザ サービスを管理します。

• テンプレート機能。この機能を使用すると、新しいサイトやロケーションの導入で再利用

可能な標準設定を定義できます。バッチプロビジョニングでは、膨大なユーザを同時にロー

ルアウトできます。

• 管理者は、さまざまなレベルでポリシーを設定して、委任した管理を誰が実行できるか、

その委任を誰に適用するか、ビジネスレベルのサービスをどのように Cisco Collaboration
Systems に適用するか、どの種類のユーザがどの標準サービスをオーダーできるのかなどを

決定できます。
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このポリシーと標準設定のアプローチを使用して、ユーザ サービスのプロビジョニングと

アクティブ化を容易に行うことができます。その一方、基礎の Cisco Unified Communications
アプリケーションを活用するサービスを管理および提供する、総合的な機能は維持されま

す。

Cisco Prime Collaboration Provisioning の機能と利点については、「Cisco Prime Collaboration 11.X
データ シート」をご覧ください。

Cisco Prime Collaboration Provisioning では、ユーザ（個々のエンドポイント、回線、またはボイ

スメールのオーナー）向けに、エンドポイント、回線、ボイスメールなどの標準サービスをオー

ダーできます。また、タブレット、デスクトップ、Android、BlackBerry、iPhone 向けの Cisco
Jabber サービスもオーダーできます。Cisco Prime Collaboration Provisioning は、基盤となる Cisco
Unified Communications アプリケーションに対するすべての変更を、サービス リクエスト（オー

ダー）として処理します。

Cisco Prime Collaboration Provisioning はオーダーを作成して、ユーザ レベルの変更（エンドポイ

ントや回線などに対する変更）や、IP通信レベルのインフラストラクチャの変更（新しいコーリ

ング サーチ スペースやルート パターンのプロビジョニングなど）を実行します。システムで発

生したすべての変更が追跡され、オーダー全体を確認したり、ユーザ名や ID 別に確認すること

ができます。オーダーのレコードを調べると、そのオーダーを開始したユーザ、さまざまな処理

手順の時間、オーダーの内容などがわかります。

Cisco Prime Collaboration Provisioning ではオーダー管理機能を委任できるので、サービスを配信

している音声アプリケーションの基礎知識がなくても、サービスの追加、変更、削除のリクエス

トを実行できます。Cisco Prime Collaboration Provisioning は、Cisco Unified Communications サービ

スを配信しているテクノロジーに関係なく、同じサービス管理環境を提供します。

Cisco Prime Collaboration Provisioning の共通用語

• デバイス：Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unified Communications Manager
Express、Cisco Instant Messaging and Presence（IM&P）、Cisco Unity Connection など、すべて

のアプリケーション。また、ISR ゲートウェイ デバイスや Cisco IOS ルータなどのインフラ

ストラクチャ コンポーネントも含まれます。

• プロセッサ：デバイスの各インスタンスのプロキシ。

◦ コール プロセッサは、Cisco Unified Communications Manager と Cisco Unified
Communications Manager Express の各インスタンスのプロキシです。

◦ ユニファイド メッセージ プロセッサは、Cisco Unity Express、および Cisco Unity
Connection の各インスタンスのプロキシです。

◦ ユニファイド プレゼンス プロセッサは、IM and Presence の各インスタンスのプロキシ

です。

• エンドポイント：ユーザが操作するすべてのアクティブな音声デバイス、ビデオデバイス、

およびコラボレーション デバイス（ソフトウェアおよびハードウェア）。たとえば、電話

（99xx、88xx、79xx、78xx）、タブレット、Telepresence デバイス、Cisco Jabber クライアン

ト、個人の Telepresence ユニット（DX シリーズ、EX シリーズ、MX シリーズ、SX シリー

ズ）、Cisco Jabber を実行するモバイル デバイスなどが該当します。
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• ユーザ：アクティブな IP テレフォニー サービスが有効になっている個人。さらに、Prime
Collaboration Provisioning のユーザとは、Prime Collaboration Provisioning にアクセスしてさま

ざまなアクティビティを実行できるエンティティでもあります。

• サービス：ユーザが期待する一連の機能の実行に必要な設定および統合。たとえば、エン

ドポイント サービスのプロビジョニングによって、ユーザによる発信、呼び出し、応答、

スピード ダイヤルの使用、ボイスメールの転送、転送、会議などが可能になります。

• ドメイン：ドメインはユーザのグループです。システムユーザを1名以上任命し、そのユー

ザにドメイン内のユーザに対するサービスの管理を任せることができます。また、ドメイ

ンにはルールまたはポリシーを設定できます。これらのルールとポリシーは、そのドメイ

ン内のユーザのサービスに適用されます。ドメイン内の運用に共通のポリシーを適用する

ことも可能です。ドメイン管理者は、そのドメインのユーザの移動、追加、変更、および

削除（MACD）を処理します。高度なプロビジョニングはグループごとに個別の管理者の

割り当てをサポートします。

• サービス エリア：地理的、組織的、または技術的な境界を越えて IP テレフォニー サービス

とメッセージングサービスを構成および管理するために使用する、ドメイン内のグループ。

サービス エリアは、一般的にはサービスを提供するロケーション、つまりサイトとして機

能し、オーダー処理の際に使用するプロビジョニング属性値を決定するテンプレートのメ

カニズムを提供します。また、サービス エリアは、そのサービス エリアにプロビジョニン

グされるユーザについて、ロケーション、デバイス プール、およびルート パーティション

の各割り当てでどれを使用するのかを指定することにより、Cisco Unified CM のパーティ

ションとサービス クラスを処理します。

• ユーザ ロール：ユーザ ロールは、ポリシーを適用し、請負業者、役員、販売員といったさ

まざまなユーザ タイプ向けに、注文可能な製品とサービスを制御します。これらは、オー

ダー時にオーダー管理者に表示される選択肢を制御するフィルタリング プロセスでも使用

されます。また、ユーザ ロールの設定は、自動サービス プロビジョニング処理の際、特定

のユーザ タイプ向けに、オーダーされるサービスと適用されるサービス テンプレートを決

定します。管理者はさまざまなサービス レベルを定義するために、多数のユーザ ロールを

作成できます。デフォルトのユーザ ロールは、従業員、役員、および部屋です。

• サービス テンプレート：サービス テンプレートは、管理者によるエンド ユーザ向けのデバ

イス設定またはサービス オーダーを簡便にします。サービス テンプレートを使用すること

で、量の多少にかかわらず、複数の設定を 1 つのテンプレートにまとめ、エンドポイント

またはサービスに適用することができます。このため、多数の属性を個々に設定するのに

比べて時間が節約され、属性の不足または属性フィールドの入力ミスを防止して正確な処

理が可能です。サービス テンプレートはキーワードとキーワード切り捨てを活用して、エ

ンドポイントに表示される行のテキストをカスタマイズできます。サービス テンプレート

にはサービスのプロビジョニング属性が含まれ、プロビジョニング属性を使用してサービ

スの属性を設定できます。プロビジョニング属性は、サービスのアクティベーション時に

適用される設定です。

• 変更履歴, 4 ページ

• Cisco Prime Collaboration Provisioning 11.0 の新機能 , 4 ページ

• Prime Collaboration Provisioning Standard および Advanced, 8 ページ
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• Prime Collaboration Provisioning ユーザ インターフェイス, 10 ページ

• Prime Collaboration Provisioning の使用シナリオ, 11 ページ

• Prime Collaboration Provisioning の IPv6 のサポート, 14 ページ

変更履歴
次の表は、本書の初回リリース以降に変更された情報を示しています。

表 1：11.0 の変更履歴

[参照先（Location）]リビジョン日付

LDAP サーバと Provisioning の

同期

LDAP の内容を再構築。—

Conference Now サービスの設定新しい項目「Conference Now
サービスの設定」を追加。

—

緊急ロケーション サービスの

設定

新しい項目「緊急ロケーション

サービスの設定」を追加。

—

LDAP サーバの同期の設定自動プロビジョニングのさまざ

まなフィルタの使用例を追加。

2015 年 10 月

ユーザが関連付けられていない

エンドポイントの管理

非制限ドメインの同期ルールに

関する情報を削除。

2016 年 2 月

特別な電話番号の同期異なるパーティションにある既

存DNを割り当てない方法に関

する情報を追加。

2016 年 4 月

Cisco Prime Collaboration Provisioning 11.0 の新機能
Cisco Prime Collaboration Provisioning 11.0 は、次の新機能をサポートしています。

新しいユーザ インターフェイス

Cisco Prime Collaboration Provisioning には、より優れたユーザ エクスペリエンスを実現するための

新しいインターフェイスが用意されています。インターフェイスには次のものが含まれています。

• 左側のペイン：垂直方向に拡張可能なナビゲーションメニュー、[インデックス（Index）]タ

ブ、および [検索メニュー（Search Menu）] フィールドが表示されます。
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• 右側のペイン：以前のリビジョンで使用されていた、使い慣れたインターフェイスのレイア

ウト。

• ペインを切り替えるための上部の [ピン（Pin）] アイコンと [ナビゲーションの切り替え

（Toggle Navigation）] アイコン。

• ログアウト、パスワードの変更、ヘルプ ファイルの表示、Prime Collaboration Provisioning に

関する情報を表示できる [歯車（Gear）] アイコン（右側のペインの上）。

バッチ管理 - 拡張機能

管理者権限のあるユーザがバッチ プロジェクトを追加、リスト、管理が可能な改善されたユーザ

インターフェイスでバッチ スケジューリングを行うことで、管理者の生産性を向上させることが

できます。さらに、ユーザ インターフェイスからサンプルのバッチ操作ファイルをダウンロー

ド、追加、編集、および削除ができます。バッチ操作のヘルプ リンクは、異なるサービスの属性

と説明とともにすべてのサービスを示したテーブルを表示します。参照先バッチプロジェクトの

管理

共通テンプレート

複数のエンドポイント モデルまたは回線に共通のテンプレートを使用できます。これにより、管

理してオーダー時に選択する必要があるテンプレートの数が減少します。共通テンプレートは、

エンドポイント ファミリ全体で共通する一連の属性をグループ化します。共通テンプレートに

は、ファミリ エンドポイント テンプレート、ユニバーサル エンドポイント テンプレート、およ

びユニバーサル回線テンプレートが含まれます。ファミリテンプレートはエンドポイントファミ

リ全体で共通する設定をサポートします。ユニバーサルエンドポイントテンプレートは、すべて

のエンドポイント タイプにまたがる共通の属性を提供します。ユニバーサル回線テンプレート

は、すべての回線タイプにまたがる共通の属性を提供します。参照先サービステンプレートの作

成

エンドポイントの管理

エンドポイント ファイル（サポートされているエンドポイントのリストを含む zip ファイル）を

アップロードしてエンドポイントを追加または更新できます。ユーザ インターフェイスを通じて

新規および既存のエンドポイントをアップロードできます。[エンドポイントバンドル（Endpoint
Bundles）] ペインでは、システムで利用可能なエンドポイントのリストおよびサポートされる

Cisco Unified Communications Manager バージョンを含む表を表示します。エンドポイントの詳細

は、Cisco Prime Collaboration Provisioning に追加されるエンドポイントに基づいて表で自動的に更

新されます。参照先 エンドポイントの管理

インフラストラクチャ オブジェクトの拡張

バッチ プロビジョニングからサポートされたものを以下に示します。

• 機能グループテンプレート（Feature Group Template）

• ソフトキー テンプレート（Softkey Template）

• IVR（音声自動応答装置）

Cisco Prime Collaboration Provisioning Guide - Standard および Advanced、11.0    
5

Cisco Prime Collaboration Provisioning の概要

Cisco Prime Collaboration Provisioning 11.0 の新機能

Cisco_Prime_Collaboration_Provisioning_Guide_11_chapter_0110.pdf#unique_15
Cisco_Prime_Collaboration_Provisioning_Guide_11_chapter_0110.pdf#unique_15
Cisco_Prime_Collaboration_Provisioning_Guide_11_chapter_0100.pdf#unique_16
Cisco_Prime_Collaboration_Provisioning_Guide_11_chapter_0100.pdf#unique_16
Cisco_Prime_Collaboration_Provisioning_Guide_11_chapter_01100.pdf#unique_17


• IVR サービス パラメータ

• CTI ルート ポイント回線（変更）

Conference Now および緊急ロケーション（ELIN）グループは、バッチ プロビジョニングと UI で

サポートされます。参照先 バッチ プロビジョニング

Conference Now サービス

Conference Now サービスを使用すると、IVR 主導の電話会議をセットアップでき、ユーザに電話

会議への参加を許可できるようになります。インスタント音声会議の開催に IVR 主導型プロセス

を導入することで、既存のミートミー エクスペリエンスを向上します。Conference Now サービス

は Cisco Unified Communications Manager 11.x 以降のバージョンだけで利用できます。Cisco Prime
Collaboration Provisioning を使用してこのインフラストラクチャ オブジェクトを追加、変更、また

はキャンセルができます。参照先 Conference Now サービスの設定

緊急ロケーション サービス

緊急ロケーション サービスは、緊急通報が発信され、電話を折り返すときに発信者の居場所を決

定するために使用されます。これは、約 100 個の緊急番号を持つ非常に小規模な顧客環境向けに

設計されています。緊急ロケーション サービスは Cisco Unified Communications Manager 11.x 以降

のバージョンだけで利用できます。Cisco Prime Collaboration Provisioning を使用してこのインフラ

ストラクチャオブジェクトを追加、変更、またはキャンセルできます。参照先緊急ロケーション

サービスの設定

オーダーの停止

Cisco Prime Collaboration Provisioning では、UI を使用してオーダーを停止し、回復不可能なオー

ダーをクリーンアップするオプションがあります。参照先 オーダーの停止

キーワード サポートの拡張

Cisco Prime Collaboration Provisioning では、プロビジョニング属性にキーワードを追加するオプ

ションがあります。これらのキーワードは、次のフィールドに移動した直後のオーダー時に、画

面上で実際の値に自動的に置き換えられます。 参照先 サービス テンプレートへのキーワードの

追加

オープン スペースのユーザ ロール

この機能は、会議室、TelePresenceルームを追加するか、またはオープンスペースのエンドポイン

トを管理するための簡単で直感的な方法を提供します。また、この機能は、ルームと場所に属す

るエンドポイントの処理に関する簡単な説明を示します。参照先 ユーザ権限の追加

ユーザ サービスの拡張

ユーザ サービスは、このリリースでオーダー可能になったサービスであり、サービスのオーダー

を作成する際にデフォルトで追加されます。参照先 プレゼンス サービスのオーダー
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Unified Communications デバイスのサポート

次のバージョンの Unified Communications デバイスが新たにサポートされます。

• Cisco Unified Communications Manager 11.0

• Cisco Unity Connection 11.0

• Cisco IM and Presence 11.0

• Cisco Unified Communications Manager Express 11.0

• Cisco Unity Express 11.0

一般

• その他の機能強化

◦ エラーが発生した場合、ドメインの同期化を続けます。

◦ ログイン ユーザ ID は大文字と小文字を区別するようにも設定できます。

• このリリースでサポートされるデバイスは、「Cisco Prime Collaboration Provisioning でサポー

トされるデバイス」にリストされています。

• サポートされているブラウザ バージョンは、「Cisco Prime Collaboration Provisioning 11.0 イ

ンストールおよびアップグレード ガイド」にリストされています。Google Chrome バージョ

ン 43 以降がこのリリースでサポートされます。

• 次の機能/デバイスは、このリリースではサポートされません。

◦ [電話ボタン（Phone Button）] テンプレート

◦ インベントリ ブラウザ

◦ タイムゾーン オフセット設定

◦ Cisco Unified Communications Manager 8.x、Cisco Unified Communications Manager Express
8.x、Cisco Unified Presence 8.x、Cisco Unity Connection 8.x、および Cisco Unity デバイス

はこのリリース以降はサポートされません。

◦ 11.0 リリース以降の Cisco Prime Collaboration Assurance および Prime Collaboration
Provisioning アプリケーションの統合。

• Cisco Prime Collaboration Provisioning 11.0 へのアップグレードについては、「Cisco Prime
Collaboration Provisioning 11.0 インストールおよびアップグレード ガイド」を参照してくださ

い。

Cisco Prime Collaboration のソフトウェア ダウンロード サイトからイメージをダウンロードできま

す。
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Prime Collaboration Provisioning Standard および Advanced
次のタイプの Prime Collaboration Provisioning を使用できます。

• Prime Collaboration Provisioning Standard：Cisco Unified Communications 10.0 以上（Unified CM
および Unity Connection のバージョン 10.0 以上）で使用できます。

• Prime Collaboration Provisioning Advanced：Unified Communications スイート 9.0 以上のバージョ

ンすべてで使用できます。

Prime Collaboration Provisioning Standard は、Cisco Prime Collaboration Provisioning の簡素化された

バージョンです。すべてのコラボレーション サービスで、簡素化されたプロビジョニングを提供

します。IP Phone、ソフト クライアント、ビデオ エンドポイント、アナログ電話、Jabber クライ

アント、プレゼンス、モビリティ、ボイスメールなどのデバイスとサービスをプロビジョニング

します。Provisioning のサポートは、制限された承認権限を持つ 1 台の Unified Communications ク

ラスタで利用できます。

Provisioning Advanced は、個別ドメインへの委任、インフラストラクチャ インスタンスの設定用

テンプレートのサポート、詳細バッチ プロビジョニングなどのより高度な機能を提供します。

次の表に、Prime Collaboration Provisioning Standard および Advanced で使用可能な機能を示します。

Provisioning の Standard および Advanced の製品については、『Cisco Prime Collaboration - Standard
and Advanced Offerings』を参照してください。

表 2：Prime Collaboration Provisioning Standard および Advanced の機能

参照先のセクショ

ン/章
Prime
Collaboration
Provisioning -
Standard and
Advanced Guide

詳細設定（Advanced）Standard機能

詳細については、

「デバイスの追

加」セクションを

参照してくださ

い。

クラスタの変更とクラ

スタの関連付けの組み

合わせが含まれる複数

のクラスタを管理しま

す。

Cisco Unified
Communications Manager
の 1 台のクラスタおよび

Cisco Unity Connection の

1台クラスタのみを管理し

ます。

クラスタのサポート
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参照先のセクショ

ン/章
Prime
Collaboration
Provisioning -
Standard and
Advanced Guide

詳細設定（Advanced）Standard機能

詳細については、

「ユーザの追加」

セクションを参照

してください。

詳細な権限ベースのア

クセス コントロール

と委任を使用できま

す。オーダー権限を持

つ管理者を異なるユー

ザ ドメイン グループ

に割り当てることがで

きます。

システム レベル、詳細

オーダー レベル、基本

オーダー レベルという 3
つの RBAC レベルを使用

できます。ただし、ドメ

イン グループごとのアク

セスは使用できません。

権限または Role Based
Access Control（RBAC）

の委任

詳細については、

「権限ロールの概

要」セクションを

参照してくださ

い。

オーダー ワークフ

ロー（オーダーの作成

と実際のオーダーのプ

ロビジョニングの間に

存在するオプション段

階：承認者、MAC 割

り当て担当者、出荷担

当者、受領者）を提供

します。

アクティビティ権限を

有効または無効にした

り、異なるユーザに割

り当てたりして、オー

ダー ワークフローの

効率を向上させること

ができます。

オーダーの承認、MACア

ドレスの割り当て、出荷

エンドポイント、エンド

ユーザのエンドポイント

の受領などのオーダー

ワークフロー アクティビ

ティは使用できません。

オーダー ワークフロー権

限

詳細については、

「バッチプロジェ

クトの管理」の章

を参照してくださ

い。

1つのプロビジョニン

グ バッチで、多数の

CUCM クラスタにわ

たるインフラストラク

チャとユーザのプロビ

ジョニングを実行し、
Prime Collaboration
バッチの範囲をグロー

バルにすることができ

ます。

これらを 1 つのバッチに

組み合わせることで、多

数のサービスを展開でき

ます。バッチ プロビジョ

ニングは 1 台のクラスタ

でのみ使用できます。

バッチ プロビジョニング
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参照先のセクショ

ン/章
Prime
Collaboration
Provisioning -
Standard and
Advanced Guide

詳細設定（Advanced）Standard機能

詳細については、

「ライセンスの管

理」の章を参照し

てください。

Northbound API は、

サードパーティの管理

アプリケーション、

HR システム、または

他のプロビジョニング

インターフェイスと統

合した場合にサポート

されます。

North Bound Interface
（NBI）のサポートは使用

できません。

アプリケーション プログ

ラミング インターフェイ

ス

Standard および Advanced の Provisioning をインストールする場合、『Cisco Prime Collaboration
Quick Start Guide』の「Installing Prime Collaboration Provisioning」セクションを参照してください。

開始ウィザードを使用して Unified Communications の新規インストールを行う場合は『Cisco Prime
Collaboration Provisioning - Standard and Advanced Guide』の「Getting Started Wizard for Unified
Communications Applications」の章を参照してください。

Prime Collaboration Provisioning ユーザ インターフェイス
Prime Collaboration Provisioning を使用すると、管理者はシングル サインオンを使用して、Cisco
Unified Communications Manager、Unity Connection、IM and Presence サービスなどの設定済みのデ

バイスを相互起動できます。

Provisiong には、Provisioning アプリケーションをインストールしたシステムからアクセスできる

ほか、クライアントのシステムからリモートでアクセスすることもできます。ブラウザで、http://IP
Address という URL を入力します。ここで、IP Address は Prime Collaboration サーバのアドレスで

す。

Prime Collaboration Provisioning アプリケーションは、英語（米国）（en-us）、フランス語（fr）、

ドイツ語（de）、スペイン語（es）、中国語（zh）、日本語（ja）、韓国語（ko）へのローカリ

ゼーションに対応しています。ローカライズされた Provisioning の UI では次の文字を入力できま

す：UTF-8 文字、英数字（A ～ Z、a ～ z、0 ～ 9）、ハイフン（-）、アンダースコア（_）、アッ

トマーク（@）、スペース、アポストロフィ。

新しいインターフェイスの左側のペインには、[ナビゲーション（Navigation）]タブ、[インデック

ス（Index）] タブ、および [検索メニュー（Search Menu）] フィールドが表示されます。ホーム

ページ最上部のピン アイコンをダブルクリックして左側のペインを非表示にするか、または必要

に応じて [ナビゲーションの切り替え（Toggle Navigation）] アイコンをクリックし、左側のペイン

を表示します。
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ホームページ最上部にある歯車アイコンでは、ログアウト、パスワード変更、ヘルプファイルの

表示、Prime Collaboration Provisioning に関する情報を表示できます。

ホームのダッシュボードでは、プロセッサ、デバイス、ドメイン、ユーザの操作ステータスにつ

いてのリアルタイム情報を管理します。詳細については、以下を参照してください。Provisioning
のダッシュボードとレポートの概要

Prime Collaboration Provisioning の UI のナビゲーションについては、『Cisco Prime Collaboration
Provisioning インストールおよびアップグレード ガイド』を参照してください。

Prime Collaboration Provisioning の使用シナリオ
プロビジョニング機能は、Cisco Prime Collaboration アプリケーションの [ダッシュボード

（Dashboard）]、[デバイスのセットアップ（Device Setup）]、[プロビジョニングのセットアップ

（Provisioning Setup]、[ユーザ プロビジョニング（User Provisioning）]、[拡張プロビジョニング

（Advanced Provisioning）]、[インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure Setup）]、[ア
クティビティ（Activities）]、[レポート（Reports）]、および [管理（Administration）] メニューか

ら使用できます。

Provisioning を使用する一般的なシナリオは次のとおりです。

• 既存の音声サービスの管理

• 新しい音声インフラストラクチャの展開

• ユーザの管理

• 既存の音声インフラストラクチャにおける新規サイトの展開

また、Cisco Prime Collaboration 導入のニーズを満たすために、いくつかの高度なアクティビティ

を実行することができます。これらのアクティビティの一部は次のとおりです。

• ニーズに合わせた Provisioning の機能のカスタマイズ

• 大量の Provisioning アクティビティの実行

• Provisioning のリソースの操作

• サーバの設定

表 3：使用シナリオ, （12 ページ） に、Provisioning の使用シナリオの一部を示します。
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表 3：使用シナリオ

使用シナリオ

Cisco Unified CM、Cisco Unified Communications Manager Express、
Cisco Unity Connection、Cisco Unity Express をそれぞれのインター

フェイスで管理していて、これらの音声サービスの管理を部分

的に他のユーザに委任するには、次の項を参照してください。

• デバイスの追加

• インフラストラクチャ同期とユーザ同期

• ドメインの追加

• サービス エリアの追加

• ドメインの同期

既存の音声サービスの管理

Cisco Unified Communications Manager または Cisco Unified
Communications Manager Express と、それに関連するボイスメー

ル システムを新規に追加する場合に、すべての展開に適用でき

る標準化されたアプローチを使用するには、次の項を参照して

ください。

• サービス エリアの追加

• ドメインの同期

• ユーザのサービスのオーダーエンドポイントおよびサービ

スのオーダーを作成できます。個々のサービスのオーダー

を作成するか、バンドルされたサービスをオーダーできま

す。

• バッチ プロジェクトの管理

新しい音声インフラストラク

チャの展開
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使用シナリオ

オフィス内のユーザ向けのサービスを管理する場合は、次のシ

ナリオを参照してください。

• ユーザとは、アクティブな IP テレフォニー サービスを利

用しているユーザを意味します。Provisioning では、ユーザ

の追加、ユーザ情報の同期、サービスの移動、ユーザ情報

の更新、およびドメイン固有のユーザ権限の管理を行うこ

とができます。権限ロールの概要を参照してください。

• 1 人のユーザのオーダーは、そのユーザのユーザ レコード

に表示されて開始されます。ユーザ レコードには、その

ユーザの既存の製品がすべて表示されます。ユーザのユー

ザ レコードへのアクセスを参照してください。

• エンドポイントおよびサービスのオーダーを作成できます。

参照先 Managing Orders

• オーダーの処理

• サービスのキャンセル

ユーザのサービスの管理

既存の Cisco Unified Communications Manager に新しい場所また

はサイトを追加するには、次の項を参照してください。

• ドメインの追加

• ドメインの同期

• Managing Orders

• バッチ プロジェクトの管理

既存の音声インフラストラク

チャにおける新規サイトの展

開

Provisioning でさまざまなポリシーを適用する方法のデフォルト

設定を変更するには、次の項を参照してください。

• ビジネス ルールの概要

• サービス テンプレートの作成

• ユーザ権限の追加

ニーズに合わせた Provisioning
の機能のカスタマイズ

大量のサービスを導入する場合は、これらのアクティビティを

1 つのバッチにまとめることができます（バッチ プロジェクト

の管理 を参照）。

大量の Provisioning アクティビ

ティの実行
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使用シナリオ

Provisioning のリソースの管理については、次の項を参照してく

ださい。

• エンドポイント インベントリの管理

• 電話番号の管理

• Provisioning のレポート

Provisioning のリソースの操作

サーバの設定については、次の項を参照してください。

• サーバの設定

• Provisioning のユーザとは、システムにログインし、

Provisioning にアクセスしてさまざまなアクティビティを実

行できる人物を意味します。ユーザは、Provisioning のさま

ざまな権限を実行できるように設定可能です。これらの権

限は、システム全体に適用したり（たとえば管理者）、1
つのドメインにだけ関連させてユーザが実行可能な変更の

範囲を限定したりすることができます。ユーザの追加を参

照してください。

• Provisioning のデータ消去の有効化

サーバの設定

サーバの保守については、次の項を参照してください。

• ログ レベルの変更（GUI）

• Showtech ファイルの作成とダウンロード

• Provisioning のデータ消去の有効化

サーバの保守

Prime Collaboration Provisioning の IPv6 のサポート
Prime Collaboration Provisioning は IPv6 に対応しています。IPv6 対応とは、IPv6 機能情報を含む

が、伝送には IPv4 を使用するものとして定義されます。

IPv6 対応アプリケーションとして、Prime Collaboration Provisioning は引き続き IPv4 リンクを経由

して、Cisco Unified Communications Manager デバイスと通信します。

Provisioning Manager の IPv6 対応には、次のことも適用されます。

• [コールプロセッサの設定（Call Processor Configuration）] ページでは、IPv4 IP アドレスだけ

を入力できます。IPv6 アドレスを入力するとエラー メッセージが表示されます。
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• Prime Collaboration Provisioning は IPv4 プロトコルを使用して Cisco Unified Communications
Manager と通信しますが、IPv4 または IPv6 プロトコルを使用する電話をプロビジョニングで

きます。

Cisco Prime Collaboration Provisioning Guide - Standard および Advanced、11.0    
15

Cisco Prime Collaboration Provisioning の概要

Prime Collaboration Provisioning の IPv6 のサポート



   Cisco Prime Collaboration Provisioning Guide - Standard および Advanced、11.0
16

Cisco Prime Collaboration Provisioning の概要

Prime Collaboration Provisioning の IPv6 のサポート


	Cisco Prime Collaboration Provisioning の概要
	変更履歴
	Cisco Prime Collaboration Provisioning 11.0 の新機能
	Prime Collaboration Provisioning Standard および Advanced
	Prime Collaboration Provisioning ユーザ インターフェイス
	Prime Collaboration Provisioning の使用シナリオ
	Prime Collaboration Provisioning の IPv6 のサポート


